










先輩たちはどんな大学生活を送り、
どのようにして、興味・意欲・やりがいが持てる進路を決めたのか。
キャリアデザインの最初の一歩は、学内・学外問わず
大学時代を真に充実させ積極的に何かに取り組むことにあります。

高校時代に出会った「優れるな、異なれ」という言葉。まさに自分の考え方そのものだと共感し、

触発された大学生活だったと言えるかもしれません。そもそもフランス文学科を志した動機は、自分

より英語に堪能な人はたくさんいるけれど、フランス語なら他人と違う価値を発揮できるかも

しれないと考えたことでした。佐渡島から上京して来た私にとって東京での暮らしは刺激的で、

たくさんの人々との交流を経て、今まで知らなかった世界に触れ、興味・関心の幅が広がりまし

た。また、アルバイト、ボランティア活動、留学などの経験が大きな自信を与えてくれました。中でも

2年次から続けてきた「人力俥夫」のアルバイトは、社会で生きていくために必要なたくましさやコ

ミュニケーション能力などを育むと同時に、「異なれ！」と背中を押してくれた貴重な経験でした。

東京・浅草で観光客を乗せた人力車を引く。面白そうだと思いなんとなく始めたアルバイトでした

が、営業ノルマもある厳しい世界でした。しかし、いかに乗る気にさせるかの呼び掛けを工夫した

り、お客様のニーズに合った観光ルートを提案するなど、真心込めておもてなしすることの大切さ

を学び、初対面の人とも臆せず話ができるようになりました。また、外国人観光客を乗せることも

多く、時には大学で学んだフランス語が役立つ場面もありました。就職活動の面接でも、この経験

には採用担当の方々も興味津々で話に耳を傾けてくださり、それを通じて自分の個性を伝えられ

たことも、第一志望の企業から内定をいただけた理由だと思います。

「人力俥夫」のアルバイトで得たものは、
社会につながるコミュニケーションの力だった。

フランス文学科

内定先：株式会社バンダイ 4年  白井 智泰 さん

Tomoyasu Shirai

『多動力』 堀江 貴文
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多動力とは、いくつもの異なることを同時にこなす力。 一つのことをコツ
コツとやる時代は終わり、次 と々好きなことに手を出すことのススメです。
中には極論もありますが、新しいことにチャレンジする活力になります。

オススメの一冊

中学3年生の時に、父が病気療養のため休職した時期がありました。子ども心に「このままでは高

校にも進学できないのかな」と心配しました。しかし、そんな家族の大変な状況を打破するため

に母が色々と調べ、地元の自治体の援助があることがわかりました。父が安心して治療に専念で

き回復し、順調に復職し、私が大学まで進学できたのも、その援助のおかげだと今でも心から感

謝しています。「将来は、私が、困っている人達の力になろう」という想いがずっと自分にあり、大学

ではボランティア活動に力を注ぎました。学部・学年・国籍を超えた多くの仲間から刺激を受け、

2年次には新たな学生団体の立ち上げに挑戦。モットーは「やらずに後悔より、やって失敗」。苦手

なこと、向いてないと思うことにもどんどん挑戦し、視野も広がり、多くのことを学びました。ボラ

ンティアに行った熊本での経験が忘れられません。台風で壊れ泥だらけのビニールハウスを片付

け、そこでまた園芸業ができるようお手伝いしました。小さなお子さんもいて大変な状況の被災

者の方に「来てくれただけで。その気持ちだけで。本当にありがとう。」と言われ、「人のために」と

は何だろう、私は都会の大学で何をしてきたんだろう、と深く考えました。3年次に自治体のイン

ターンを経験し、就職活動は公務員一本に絞り、地域住民の方と深く関われる地方自治体を第一

志望にしました。「困っている時に手を差し伸べてくれる人がいる」、そのことの有難さや温かさを

実感した経験をいつまでも大切に、人に寄り添える優しさと強さを身に付けていきたいです。

「私が、困っている人たちの力になろう」。
その想いを原点に、自分の進路を決めた。

法学科  公共政策コース 

内定先：横浜市役所（採用試験合格） 4年  榊原 芙侑 さん

Fuyu Sakakibara

『生きるぼくら』原田 マハ
引きこもりの少年が、自然と一体となって暮らす祖母との米作りを通じて、
自分を見つめ直して成長する姿に感動! 作品中の「あなたはあなたの
人生を、これからも好きなように生きて」という言葉がお気に入りです。

オススメの一冊

サッカーに打ち込んだ高校時代、技術以上に気持ちの部分が勝負を分けた場面を何度も経験しま
した。そこで、経営学の分野にありながらも、人の心の部分が大きな意味を持つマーケティングの学
問に強く惹かれました。ゼミでは、マーケティングの中でも特に消費者の心理的な側面にアプロー
チする消費者行動論を専門とする教授に師事。「接客時の声かけの最適化」をテーマに論文執筆に
注力。心理学など他学部授業も受講して研究を深め、購買時の消費者行動の過程を分析し、考える
ことに夢中になりました。また、学部内の学生団体SBSLのプロジェクトでは、時計メーカーとコラボ
し、ブランドの立ち上げを経験。ゼロからの物作りは非常に刺激的でした。学外では、競技に恩返し
をしたいという思いで、初心者向けのサッカー大会の運営に参画しました。学内での学びを生かし、
参加者がまた来たいと思う大会作りのための施策立案に没頭しました。どの活動もチームでの取り
組みであったため、総員の合意を大切にしながら、物事を進めるサーバントなリーダーシップが身
に付きました。これは後の就職活動において、評価されたポイントの一つです。理論と実践、両方の
視点からマーケティングを学んだことで、それを仕事にしたいという思いが芽生えました。マーケ
ターとしてサービスや製品の上流に携わることで、目の前の一対一だけでなく、日本中、世界中の
人々に価値を提供できることに魅力を感じ、内定先の企業に就職を決めました。大学生活は今まで
の学生生活よりもさらに自由で、選択肢に溢れた時間だったように思います。なるべく多くのものに
触れ、自分は何が好きなのかを再認識し、それを追い求めたことが充実と成長に繋がりました。

興味のある学問を見つけ、
夢中になって探究した4年間が道を拓いた。

経営学科 

内定先：株式会社資生堂  4年  岩井 大祐 さん

Daisuke Iwai

『イシューからはじめよ―知的生産のシンプルな本質―』
安宅 和人

問題解決の際に短時間で成果を出すためには、最初に解くべき問題を
見極めてそこに集中することが重要だそうです。あれこれ考え過ぎて意志
決定が遅い私にとって、解決への道筋の作り方を教えてくれる一冊でした。

オススメの一冊

文学部

法学部 経営学部

今の自分が、未来とつながる

Career Compass

未来へ向けた歩みは、ここから始める
AGU Career Design Book 2021

高校時代に宇宙ロボットに感動して理工学部に入学した私が1年次から夢中になってきたのは、
ハイブリッドロケットの製作・打ち上げ実験です。関東圏の大学生が集まるインカレサークルに参
加し、「ロケットを自分で打ち上げる」という熱い想いを皆で共有し数ヵ月かけて作業を進めます。
青学の機械創造工学科では女子は少人数ですが、このサークルでは男女がほぼ同人数。時には徹
夜作業や力仕事もありましたが、困難を乗り越えて仲間と一緒にものづくりをする経験を通じて、
チームワークの大切さが身に沁みました。自分で製作したロケットが打ちあがる瞬間は、最高の気
持ち。私は今、好きなことに全力で打ち込んでいる！と感じた瞬間でした。友達に自作のゲームで
遊んでもらったこともありました。
就職活動を開始したのは、3年次の8月末です。それまでは、大学院進学をするのかなと考えてい
たので、思い切っての進路変更でした。先輩の多くが大学院に進学していたため不安もありました
が、早くから就活に取り組んでいた同級生やIT関係企業に勤める兄が相談相手になってくれまし
た。元気で明るく、人と話すことが好きな性格もあって、面接も楽しく苦になりませんでした。内定
先企業は宇宙事業ではありませんが、インターンシップでお世話になった時から、人事担当の方
が私の個性をしっかりと見てくれていることが感じられ、一人ひとりを大切にする温かい社風に
惹かれました。「笑う門には福来る」…楽しく生きる社会人になって、今度は通信分野をはじめ、
さまざまなサービス領域で人々の夢を広げることに情熱を注ぎたいです。

打ちあがる瞬間は最高の気持ち！ロケット
製作への情熱とエネルギーに溢れた日々。

機械創造工学科理工学部

内定先：株式会社ＮＴＴドコモ 4年  山川 裕季菜 さん

Yukina Yamakawa

その時の自分が興味を持った本
オススメは特にありません。働き始めたらビジネス書を読むことも必要かもしれませ
んが、大学生のうちはどんな本でも良いから、「何に感動したか、なぜおもしろいと
思ったか」を自分自身に問いかけながら、感情を増幅させることを強くお勧めします。

オススメの一冊














